






要約:市町村の規模別発達支援システムのモデル案を作成し、問題点等を考察した。過疎

地の場合、二次健診まで可能なスタッフをそろえた巡回健診、近隣の市町村と連携した発

達支援システム、また、地域の保健婦や看護婦による住民一人一人に対する支援等が望ま

れる。人口数万人以上の地域では、地元の総合病院または保健所、市町村保健センター等

での専門医による月1回程度の経過観察、保健センター、青少年健全育成センター等での

発達支援、また、保育所、児童館等での経過観察が可能となる。しかし、国や都道府県か

らの継続的な予算的援助は必要である。また、デパートでの育児相談、各種の電話相談、

各種民間保健サービスとの連携が、ことに大都市では望まれる。


